(2) 特別支援教育コーディネーターの役割の内各学級担任の支援について詳しく説明しなさい。

特別支援教育コーディネーターは、園や学校において、障害のある子どもや特別な支援を必要とする子どもが安心して生活し、学ぶことができるように、関係者をつなぎ、支援体制を整える中心的な役割を担う。その役割の中でも、各学級担任への支援は非常に重要である。
第一に、担任が子どもの実態を正しく理解できるように支援する。子どもの行動だけを問題として見るのではなく、発達の特性、困っている背景、環境との関係などを一緒に整理する。例えば、集団活動に参加しにくい子どもについて、単なるわがままと捉えるのではなく、見通しのもちにくさや感覚過敏、言葉の理解の難しさなどが関係していないかを担任と共に考える。
第二に、具体的な支援方法を担任と一緒に検討する。座席の位置、声かけの仕方、活動の手順を絵や写真で示すこと、短い言葉で指示を出すこと、休憩できる場所を用意することなど、子どもに合った合理的配慮や環境調整を提案する。これにより、担任が一人で悩みを抱え込まず、日常の保育や授業の中で無理なく支援を行えるようにする。
第三に、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成を支援する。担任が保護者や関係機関から得た情報を整理し、子どもの目標、支援内容、評価の方法を明確にできるよう助言する。また、計画が作成されるだけで終わらないよう、実践後に振り返りを行い、必要に応じて支援方法を見直すことも大切である。
第四に、園内・校内の連携を促進する。担任、管理職、養護教諭、支援員、保護者、専門機関などの間に入り、情報共有やケース会議を調整する。特に担任が保護者対応や支援方針に不安を感じている場合には、面談への同席や助言を行い、担任を支える。
このように、特別支援教育コーディネーターによる各学級担任への支援は、担任の負担を軽減するだけでなく、子ども一人一人に合った支援を継続的に行うための基盤となる。担任を孤立させず、園や学校全体で子どもを支える体制をつくることが、コーディネーターの重要な役割である。


回答2
特別支援教育コーディネーターの役割―学級担任への支援について
特別支援教育コーディネーターは、平成19年4月の文部科学省「特別支援教育の推進について（通知）」に基づき、校長が指名する、学校における特別支援教育推進の中核的役割を担う教員です。その役割には、校内委員会・校内研修の企画運営、関係機関・学校との連絡調整、保護者の相談窓口などがありますが、本稿では学級担任への支援について詳しく述べます。
第一に、コーディネーターは学級担任からの相談に応じる窓口としての役割を担います。担任は、特別な教育的支援を必要とする児童生徒への対応を一人で抱え込みやすい立場にあるため、コーディネーターが日常的に相談に応じ、担任を孤立させない体制をつくることが重要です。 
第二に、児童生徒の実態把握や教育的ニーズの整理を担任と共に行い、個別の教育支援計画・指導計画の作成・実施・評価を支援します。担任一人では気づきにくい児童生徒の特性や背景を、専門的な視点から共に検討することで、より適切な支援方針を立てることができます。
第三に、担任だけでなく学年担当教員や専科教員、ティームティーチング担当者など学校内外の人材を活用し、個別・小集団での指導体制を整備する役割もあります。これにより、担任の負担を学校全体で分散し、組織的な支援体制を構築することができます。 
第四に、巡回相談員や専門家チーム、特別支援学校のセンター的機能などの外部専門機関と担任との間に立ち、連絡調整を行う役割も担います。担任が専門的な助言を得やすくなることで、より根拠に基づいた支援が可能になります。
このように、特別支援教育コーディネーターは、学級担任が一人で問題を抱え込まず、学校全体・関係機関と連携しながら児童生徒一人一人に応じた支援を行えるよう、相談・調整・体制整備の面から多面的に支える存在であるといえます。


